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筑波大学みどり散歩No.1では、学内のサクラを紹介しました。今回は、学内での観察場所を紹介した
いと思います。

第一、二、三、体育・芸術エリアのサクラマップ

第一、二、三、体育・芸術エリアとその周辺のサクラマップです。これでもすべてではありません。
虹の広場には多くの栽培品種が植栽されていますが同定が難しいものが多く、品種群である“サトザ
クラ”としています。筑波実験林、TPIRC農場のサクラなどはまた別途紹介したいと思います。

カンザンは遅咲きです。4月が
見ごろです。
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カンヒザクラとカワヅ
ザクラは3月はじめには
開花します.

樹勢のよいヤマ
ザクラがありま
す。平塚通りを
超える橋の上か
らよく観察でき
ます。

オオヤマザクラ、
マメザクラがつく
ばに植栽されるこ
とは、稀です。
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第二エリアのサクラ観察ルート

サクラの観察ルートです。筑波大学全体としては、一部ですが、ぜひ観察してください。

筑波大学みどり散歩のNo.2 をようやく作成しました。No.1のサクラの解説と併せて、利用して頂けれ
ばと思います。また、サクラの花の時期は短いので、2月下旬くらいから、注意して歩くこと、春の
花シーズンには数日ごとに同じルートを歩くことなどをお勧めします。


